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スキャン toネットワークフォルダー機能（SMB）補足資料

スキャンした画像を、事前に設定したネットワーク上の共有フォ
ルダーに保存できます。

本資料は、ユーザーズガイドの「原稿をスキャンしてネットワーク
フォルダー（SMB）に保存する」機能の補足説明資料です。

プリンターごとにスキャンの仕様は異なりますので、プリンター固有
の仕様（スキャン設定メニューなど）については、各プリンターの
ユーザーズガイドを参照してください。
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1. 事前準備・設定 
スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）を利用するには、事前にネットワーク共有フォルダーを作成する必要があります。 
また、ネットワーク共有フォルダーのパス、ユーザー名、パスワードをアドレス帳に登録しておくことをお勧めします。アドレス帳に登録していな
くても、送信時に[直接入力]で宛先を直接入力することも可能です。 

 
【注意】 

ここでは「スキャンした画像をネットワーク上の個人の PCの共有フォルダーに保存する」利用方法の設定について補足説明をしていま
す。「スキャンした画像をネットワーク上のサーバーPCの共有フォルダーに保存する」利用方法の場合は、「PC」を「サーバーPC」に読み
替えて、プリンター用に共有フォルダーへの書き込み権限のあるユーザー名とパスワードを用意して設定を行ってください。サーバーPC の共
有フォルダーへの書き込み権限のあるユーザー名とパスワードについては、サーバーPC の管理者にお問い合わせください。 

 

事前準備・設定の流れ 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
  

1.2. プリンターのアドレス帳の登録 

1.1. 共有フォルダーの作成 

1.1.1. PCの情報の確認 

・PC のコンピューター名（デバイス名）/ IP アドレス 

・ログオン ユーザー名、ドメイン名/ワークグループ名 

1.1.2. PCの共有設定の確認 

・ネットワークプロファイル＝プライベートネットワーク 

・ファイルとプリンターの共有＝オン（有効） 

・ネットワーク探索＝オン（有効） 

1.1.3. PC に共有フォルダーの作成 

・フォルダーの作成 

・[共有]タブ/[セキュリティ]タブの設定 

変更には管理者権限が必要 

変更には管理者権限が必要 

管理者権限が必要 

1.2.1. PCのブラウザから登録 

1.2.2. プリンターの操作パネルから登録 

・手動で登録 

・[参照]機能を使って登録（対応機のみ） 

OR 

プリンターの IP アドレスと 

管理者パスワードが必要 
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1.1. 共有フォルダーの作成 
 

1.1.1. PCのコンピューター名(デバイス名)、ログオン情報を確認・変更する 
アドレス帳への宛先登録には以下の情報が必要です。情報の確認、必要に応じて変更を行います。 

変更する場合は、管理者権限を持つアカウントのユーザー名とパスワードが必要です。 
・共有フォルダーの PC のコンピューター名(デバイス名)、IP アドレス 

・共有フォルダーへログオンするユーザー名、パスワード、ドメイン名/ワークグループ名 
・共有フォルダーの共有ネットワークパス ⇒「1.1.3. 共有フォルダーを作成する」にて確認します。 

【注意】 

・ログオン・パスワードは、PIN コード(暗唱番号)ではありません。ログオン・ユーザー名/パスワードが分からない場合は PC 管理者にお問
い合わせください。 

 

1.1.1.1. PCの「コンピューター名(デバイス名)」を確認・変更する 
コンピューター名(デバイス名)は、1 バイトの半角英数字でないと、プリンターから接続できないことがあります。コンピューター名に、ひらが
な・カタカナ・漢字・全角英数字が含まれる場合は、に 1 バイトの半角英数字変更してください。 

【参考】 
コンピューター名とデバイス名は同じものです。表示する場所により表記が変わります。 

1 PC の「システム」の画面を開きます。 

 
キーボードの[Windows]キーを押しながら[X]キーを押して、
一覧表示から「システム(Y)」を選択します。 

 
2 「システム」の画面で、コンピューター名(デバイス名)を確認しま

す。 

コンピューター名(デバイス名)が、半角英数字の場合は、 
[X]をクリックして画面を閉じます。 
 

コンピューター名(デバイス名)が半角英数字でなく、ひらがな・カ
タカナ・漢字・全角英数字が含まれている場合は、 
次の手順に進み、半角英数字(大文字)の名前に変更しま
す。 

 

【注意】 
コンピューター名(デバイス名)を変更する場合、コンピューターの
管理やリソースへのアクセスに影響が出る可能性がありますの
で、必ずシステムの管理者に確認してから行ってください。 
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3 コンピューター名(デバイス名)を変更する場合は、 

画面を下にスクロールして、 
[関連設定]または[関連リンク]の 

「システムの詳細設定」をクリックします。 
 

【参考】 

 変更には管理者権限が必要です。 
「ユーザーアカウント制御」の画面が表示された場合は、管
理者権限のユーザー名とパスワードを入力して、[はい]をクリ
ックしてください。 

 
 

４ 「システムのプロパティ」の 

「コンピューター名」タブの画面で、  
[変更]ボタンをクリックします。 

 

 

 
 

５ コンピューター名を半角英数字の名前に変更して、[OK]をクリ
ックします。 
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６ [OK]をクリックします。 

 

 
 

７ [閉じる]をクリックします。 

 
 

8 開いているファイルがある場合は、すべて閉じてください。 

[今すぐ再起動する]をクリックして、PC を再起動します。 
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1.1.1.2. PCの IPアドレス、現在ログオンしているユーザー名、ドメイン名/ワークグループ名を確認する 
PC の IP アドレス、現在ログオンしているユーザー名、ドメイン名/ワークグループ名は、以下の手順で確認できます。 

1 PC の「コマンドプロンプト」の画面を開きます。 

 
キーボードの[Windows]キーを押しながら[R]キーを押して、
[ファイル名を指定して実行]を開き、[名前]に 
cmd 

と入力して[OK]をクリックします。 
 

 

２ 「コマンドプロンプト」の画面で、 

ipconfig 
と入力して[Enter]を押します。 

IP アドレスが表示されます。 
 

【参考】 

画面の表示を消したい場合は、 
cls 

と入力して[Enter]を押します。 

 
 

3 「コマンドプロンプト」の画面で、 

net config workstation 

と入力して[Enter]を押します。 
以下の書式で、現在ログオンしている ユーザー名、 
ドメイン名/ワークグループ名が表示されます。 
 

ユーザー名 ログオンユーザー名が表示されます。 

ワークステーション 
ドメイン 

ドメイン名、またはワークグループ名 が
表示されます。 

ドメイン名の場合は、「ワークステーショ
ン ドメイン」と「ログオン ドメイン」が同
じです。 

【参考】 
ドメイン名/ワークグループ名は、「1.1.1.1. PC の「コンピュータ
ー名(デバイス名)」を確認・変更する」の手順 4 でも確認でき
ます。 
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1.1.2. PCの共有設定を確認・変更する 
「ネットワークプロファイルの種類」＝「プライベート」、「ファイルとプリンターの共有」＝オン（有効）、「ネットワーク探索」＝オン（有効）に
なっていることを確認します。 
変更する場合は、管理者権限を持つアカウントのユーザー名とパスワードが必要です。 

セキュリティ設定については、お客様のセキュリティポリシーに従って設定してください。 
 

1.1.2.1. 個人の PCの「ネットワークプロファイル(プライベートネットワーク)」を確認する 
<Windows® 11の場合> 

1 [スタート] – [設定]をクリックします。 

 

  
 

2 [ネットワークとインターネット]をクリックして、 
接続中のネットワークの[プロパティ]の「プロファイルの種類」が、 

「プライベートネットワーク」になっていることを確認します。 

 
[プライベートネットワーク]の場合は、 

[X]をクリックして画面を閉じます。 
 

[パブリックにネットワーク]になっている場合は、 
[プロパティ]をクリックして、次の手順に進み、変更します。 
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3 [ネットワークプロファイルの種類]の 

[プライベートネットワーク]をチェックして、 
[X]をクリックして画面を閉じます。 

 
【参考】 

・ 表示されない場合は、画面を上にスクロールしてください 

・ 会社で管理されている PC の場合は、「プロファイルの種類」
は表示されないことがあります。PC 管理者にお問い合わせく
ださい。 

・ インターネットに接続されていない環境では、「プロファイルの
種類」は表示されません。 

・ 変更には管理者権限が必要です。変更してグレイアウトさ
れた場合は、タスクバーに盾マーク  が表示されていま
す。盾マークをクリックして「ユーザーアカウント制御」の画面を
開き、管理者権限のユーザー名とパスワードを入力して[は
い]をクリックしてください。変更が実行されます。 
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<Windows® 10の場合> 

1 [スタート] – [設定]をクリックします。 
 

 

  
 

2 [ネットワークとインターネット]をクリックします。 

 

 
 

3 接続中のネットワークの[プロファイルの種類]が、 
「プライベートネットワーク」になっていることを確認します。 

 
[プライベートネットワーク]の場合は、 

[X]をクリックして画面を閉じます。 
 

[パブリックにネットワーク]になっている場合は、 

[プロパティ]をクリックして、次の手順で変更します。 
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4 [ネットワークプロファイル]の 

[プライベートネットワーク]をチェックして、 
[X]をクリックして画面を閉じます。 

 
【参考】 

・ 表示されない場合は、画面を上にスクロールしてください 

・ 会社で管理されている PC の場合は、「プロファイルの種類」
は表示されないことがあります。PC 管理者にお問い合わせく
ださい。 

・ インターネットに接続されていない環境では、「プロファイルの
種類」は表示されません。 

・ 変更には管理者権限が必要です。変更してグレイアウトさ
れた場合は、タスクバーに盾マーク  が表示されていま
す。盾マークをクリックして「ユーザーアカウント制御」の画面を
開き、管理者権限のユーザー名とパスワードを入力して[は
い]をクリックしてください。変更が実行されます。 
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1.1.2.2. 個人の PCの「ファイルとプリンターの共有」の設定を確認する 
[共有の詳細設定]の「ファイルとプリンターの共有」「ネットワークの探索」の設定を確認、変更します。 

変更する場合は、管理者権限を持つアカウントのユーザー名とパスワードが必要です。 
 

<Windows® 11の場合> 

1 変更には管理者権限が必要です。 
管理者権限のあるアカウントでログインしてください。 

 
[スタート] – [設定]をクリックします。 

 

 
 

 
 

2 [ネットワークとインターネット]をクリックして、 
右側の画面を下にスクロールして、 

[ネットワークの詳細設定]をクリックします。 
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3 [その他の設定]>[共有の詳細設定]をクリックします。 

 
 

 
 

4 [共有の詳細設定]の画面で、 
接続中のネットワーク（現在のプロファイル）について以下を確

認します。 
・「ファルとプリンターの共有」＝「オン」（必須です） 

・「ネットワーク探索」＝「オン」（プリンターの参照手順 A で必
要です。詳細は 1.2.2.のプリンターのアドレス帳から登録 手
順 5 を参照してください） 

これらの項目が表示されない場合は、画面を上にスクロールし
てください。 

 
[オン]の場合は、 

[X]をクリックして画面を閉じます。 

 
[オフ]になっている場合は、[オン]にして、 

[X]をクリックして画面を閉じます。 
 

【参考】 

・ グレイアウトされて変更できない場合は、管理者権限のアカ
ウントでログオンし直してから、変更を実施してください。 
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<Windows® 10の場合> 

1 [スタート] – [設定]をクリックします。 
 

 
 

2 [ネットワークとインターネット]をクリックします。 

 

 
 

３ 右側の画面を下にスクロールして、 
[ネットワークと共有センター]をクリックします。 

 
 

４ [ネットワークと共有センター]の画面で、 

[共有の詳細設定の変更]をクリックします。 
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５ [共有の詳細設定]の画面で、 
接続中のネットワーク（現在のプロファイル）について以下を確
認します。 

・「ファイルとプリンターの共有」＝「ファイルとプリンターの共有を
有効にする」（必須です） 

・「ネットワーク探索」＝「ネットワーク探索を有効にする」（プリ
ンターの参照手順 A で必要です。1.2.2.プリンターのアドレス
帳から登録 手順 5 を参照。） 

 
[～有効にする]になっている場合は、 

[X]をクリックして画面を閉じます。 
 

[～無効にする]になっている場合は、[～有効にする]にして、 

[変更の保存]をクリックしてから、[X]をクリックして画面を閉じま
す。 

 
【参考】 

 変更には管理者権限が必要です。「ユーザーアカウント制
御」の画面が表示された場合は、管理者権限のユーザー名
とパスワードを入力して、[はい]をクリックしてください。 
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1.1.3. PC にスキャンデータの宛先(保存先)となる共有フォルダーを作成する 
PC に、次の手順で共有フォルダーを作成します。 
１）フォルダーの作成 
２）作成したフォルダーの共有設定 [共有]タブ 

３）作成したフォルダーの共有設定 [セキュリティ]タブ 
 

共有フォルダーの作成場所とセキュリティーの例 

共有フォルダーを作成する場所によって、セキュリティーや利便性が変わります。 

プリンターや他のコンピューターから共有フォルダーを扱うには、以下の[共有]タブと[セキュリティ]タブの両方で、フォルダーの読み取りや変
更の権限設定が必要です。 

通常、[共有]タブで大まかにネットワーク共有のオフ/オンを設定し、[セキュリティ]タブで必要に応じて細かいセキュリティ設定を行います。 
[共有]タブ のアクセス許可︓ ネットワーク経由のアクセスを制御します。 

[セキュリティ]タブ のアクセス許可︓ ネットワーク経由のアクセスと PC にローカルログオン(サインイン)した場合のアクセスの両方
を制御します。 

 

個人の PC に共有フォルダーを作成する場合と、ファイルサーバーや共有のコンピューターなどを設置していて、組織内の誰にでも自由な
読み書きを許可する場合で、共有フォルダーの作成場所と設定が変わってきます。 

本手順書では、主に個人の PC に共有フォルダーを作成する場合について説明しています。 
本手順書では、一般的なセキュリティ設定を説明しています。具体的なセキュリティ設定については、お客様のセキュリティポリシーに従っ
て設定してください。 

 個人の PC 向けの設定例 ファイルサーバー向けの設定例 

フォルダー作成場所 ディスクトップ ドライブ直下 

フォルダーパス例 C:\Users\xxxx\Desktop\scan_folder C:\scan_folder 

ネットワーク経由のアクセ
ス設定([共有]タブ) 

Everyone Everyone 

ファイルシステムのアクセス
設定([セキュリティ]タブ) 

追加せずに初期値のまま、または個別にアクセスを
許可するユーザーまたはグループを追加 

Authenticated Users 

フォルダーの管理者 個人 ネットワーク管理者 

フォルダーへのアクセス 個人 組織内の誰でも 

 
【補足】 

「Everyone」は、ゲストユーザーを含むすべてのユーザーが所属するグループです。 
このグループは[共有]タブの「グループ名またはユーザー名」にデフォルトで作成されます。 

「Authenticated Users」は、ゲストユーザーを含まない、認証されたすべてのユーザーが所属するグループです。 
ユーザーディレクトリー配下に作成したフォルダー（「デスクトップ」や「ドキュメント」など）には、デフォルトでは作成されません。 
ユーザーディレクトリー配下以外に作成したフォルダー（ドライブ直下やそのサブフォルダー）には、[セキュリティ]タブの「グループ名また
はユーザー名」にデフォルトで作成されます。 
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1.1.3.1. 個人の PC に共有フォルダーを作成する  
個人のコンピューター向けの設定例 

ここでは、ログオンしているユーザーのデスクトップに共有フォルダーを作成することを例に説明します。 
デスクトップやドキュメントフォルダーなどユーザーフォルダー配下のフォルダーは、ログオンしたユーザーとコンピューターの管理者権限を持つ
ユーザーがアクセスできます。 

個人のコンピューターにスキャン結果を保存し、ネットワーク経由で他のユーザーに閲覧やコピー、削除などを許可しない場合に設定してく
ださい。 

フォルダー作成場所 ディスクトップ 

フォルダーパス例 C:\Users\xxxx\Desktop\scan_folder 

ネットワーク経由のアクセス
設定([共有]タブ) 

Everyone 

ファイルシステムのアクセス
設定([セキュリティ]タブ) 

追加せずに初期値のまま、または個別にアクセスを
許可するユーザーまたはグループを追加 

 

共有フォルダーの作成 

1 共有フォルダーを作成する PC へ利用者のユーザーアカウントでログオンします。 

 

2 「エクスプローラー」 を起動します。 
例)キーボードの[Windows]キーを押しながら[E]キーを押します。 

 

3 ディスクトップに任意の名前のフォルダーを作成します。例)「scan_folder」 
 

【補足】 
フォルダー名は、半角英数字 12 文字以内で入力してください。文字数を超えると、お使いの環境によっては正常にアクセスでき
ないことがあります。 
ディスクトップに共有フォルダーを作る場合は、利用者のユーザーアカウントでログインしている必要があります。 

作成したフォルダーの共有設定 [共有]タブ 

4 フォルダーを右クリックして[プロパティ]を選択します。 
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5 [共有]タブを選択し、[共有]タブの画面で[詳細な共有]をクリ
ックします。 
 

変更するには管理者権限が必要です。 
ユーザーアカウント制御の画面が表示された場合は、管理者の
ユーザー名とパスワードを入力してください。 

 

 
 

6 [このフォルダーを共有する]にチェックを入れ、 
[アクセス許可] をクリックします。 
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7 「グループ名またはユーザー名」の「Everyone」グループを選択
し、[変更]の[許可]にチェックを入れて[OK]をクリックします。 
 

 
【補足】 

[共有]タブで設定するアクセス許可は、ネットワーク上のユーザ
ーがフォルダーにアクセスできるかどうかを制御しますが、実際にフ
ォルダー内のファイルに対して可能な操作は、[セキュリティ]タブ
の設定に依存します。 
[共有]タブでもユーザーの権限を設定できますが、[共有]タブと
[セキュリティ]タブで二重に権限設定をするよりも、[共有]タブ
ではネットワーク経由でのアクセスを許可し、[セキュリティ]タブで
細かい権限を制御する方が、設定が分かりやすくなります。 

 
 

8 [OK] をクリックします。 
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9 共有フォルダーのネットワークパスが表示されます。 

このパスをプリンターのアドレス帳で使用します。メモやコピーをし
ておいてください。 

 
この画面での例) 

\\SMC02\scan_folder 
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作成したフォルダーの共有設定 [セキュリティ]タブ 

10 [セキュリティ] タブを選択し、[グループ名またはユーザー名]に
あるグループまたはユーザーを確認します。 

 

利用者のユーザーアカウントのユーザー名、または利用者のユー
ザーアカウントが属しているグループ名を選択して、アクセス許可
の「変更」が許可されていることを確認します。 
通常は、初期設定のままで問題ありません。 

 
グループ名、ユーザー名を追加したい場合は［編集］から行え
ます。詳しくは「1.1.3.3. アクセス許可をするグループやユーザ
ーを追加する」を参照ください。 

 
 

11 

 

[OK]または[閉じる]をクリックして、画面を閉じます。 
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1.1.3.2. ファイルサーバーに共有フォルダーを作成する  
ファイルサーバー向けの設定例 

ファイルサーバーなど共有コンピューターのドライブのルートに共有フォルダーを作成することを例に説明します。 
共有フォルダーを作成するコンピューターと同じドメインなどアクセス制御できるユーザーがアクセスできます。 

ファイルサーバーや共有のコンピューターなどを設置していて、組織内の誰にでも自由な読み書きを許可する場合に設定してください。 

フォルダー作成場所 ドライブ直下 

フォルダーパス例 C:\scan_folder 

ネットワーク経由のアクセス
設定([共有]タブ) 

Everyone 

ファイルシステムのアクセス
設定([セキュリティ]タブ) 

Authenticated Users 

 

共有フォルダーを作成 

1 共有フォルダーを作成する PC へ管理者権限のユーザーアカウントでログオンします。 

 

2 「エクスプローラー」 を起動します。 
例)キーボードの[Windows]キーを押しながら[E]キーを押します。 

 

3 C ドライブのルートに任意の名前のフォルダーを作成します。例)C:\scan_folder 

 

【補足】 
フォルダー名は、半角英数字 12 文字以内で入力してください。文字数を超えると、お使いの環境によっては正常にアクセスでき
ないことがあります。 

作成したフォルダーの共有設定 - [共有]タブ 

4 フォルダーを右クリックして[プロパティ]を選択します。 
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5 [共有]タブを選択し、[共有]タブの画面で[詳細な共有]をクリ
ックします。 
 

変更するには管理者権限が必要です。 
ユーザーアカウント制御の画面が表示された場合は、管理者の
ユーザー名とパスワードを入力してください。 

 

 
 

6 [このフォルダーを共有する]にチェックを入れ、[アクセス許可] を
クリックします。 
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7 「グループ名またはユーザー名」の「Everyone」グループを選択
し、[変更]の[許可]にチェックを入れて[OK]をクリックします。 
 

 
【補足】 

[共有]タブで設定するアクセス許可は、ネットワーク上のユーザ
ーがフォルダーにアクセスできるかどうかを制御します。しかし、実
際にフォルダー内のファイルに対してどのような操作が可能かは、
[セキュリティ]タブの設定に依存します。 
[共有]タブでもユーザーの権限を設定できますが、[共有]タブと
[セキュリティ]タブで二重に権限設定をかけるより、[共有]タブ
ではネットワーク経由のアクセスを許可し、[セキュリティ]タブで細
かい権限を制御する方が、設定が分かりやすくなります。 

 
 

8 [OK] をクリックします。 
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9 共有フォルダーのネットワークパスが表示されます。 

このパスをプリンターのアドレス帳で使用します。メモやコピーをし
ておいてください。 

 
 

この画面での例) 

\\SMC02\scan_folder 
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作成したフォルダーの共有設定 – [セキュリティ]タブ 

10 [セキュリティ] タブを選択し、[グループ名またはユーザー名]に
あるグループまたはユーザーを確認します。 

 

「Authenticated Users」を選択し、アクセス許可の「変更」
が許可されていることを確認します。 

通常は、初期設定のままで問題ありません。 
 

「Authenticated Users」が表示されていない場合は、[編
集］から「Authenticated Users」を追加し、アクセス許可の
「変更」を許可します。詳しくは「1.1.3.3. アクセス許可をする
グループやユーザーを追加する」を参照ください。 
 

【補足】 
「Authenticated Users」は、ゲストユーザーを含まない、認
証されたすべてのユーザーが所属するグループです。 
ユーザーディレクトリー配下に作成したフォルダー（「デスクトッ
プ」や「ドキュメント」など）には、デフォルトでは作成されません。 

ユーザーディレクトリー配下以外に作成したフォルダー（ドライブ
直下やそのサブフォルダー）には、[セキュリティ]タブの「グループ
名またはユーザー名」にデフォルトで作成されます。 

 
 

11 

 

[閉じる]または[OK]をクリックして、画面を閉じます。 
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1.1.3.3.  アクセス許可をするグループやユーザーを追加する 
以下の手順で共有フォルダーにアクセスを許可するグループやユーザーを追加できます。 

 

1 フォルダーを右クリックして［プロパティ］を選択します。  

2 [セキュリティ]タブを選択し、 

[編集]をクリックします。 
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3 [グループ名またはユーザー名]の下の[追加]をクリックします。 

 
 

 
 

4 アクセスを許可したいグループやユーザー名を入力し、 
[名前の確認]をクリックします。 
入力ユーザーやグループが見つかると、名前に下線が入ります。 

[OK]をクリックします。 
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5 アクセス許可の画面で、 

[グループ名またはユーザー名]に入力したユーザー名を選択し
て[変更]のアクセス許可にチェックを入れ、 

[OK]をクリックします。 
 

 

 
【補足】 

グループやユーザーの追加でなく、既存のグループやユーザーの
アクセス許可の変更の場合は、許可がグレイアウトされて変更
できないことがあります。その場合は、継承の無効化をすれば変
更できるようになります。 

 

継承の無効化の手順︓ 
手順 2 の画面で[詳細設定]をクリック→ 

「セキュリティの詳細設定」画面で[継承の無効化]をクリック→
「継承のブロック」の画面で「継承されたアクセス許可をこのオブ
ジェクトの明示的なアクセス許可に変換します」を選択→ 
「セキュリティの詳細設定」画面で[OK]をクリック→ 

を実施してから、[編集]をクリックして、アクセス許可を変更した
いユーザーを選択して、アクセス許可を変更する。 
 

 
 

6 [OK]または[閉じる]をクリックして、画面を閉じます。 
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1.2. アドレス帳の登録 
スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）を利用するには、スキャンデータの保存先となる PC に共有フォルダーを作成した後で、
プリンターのアドレス帳に宛先(保存先)を登録しておくことをお勧めします。アドレス帳に登録していなくても、送信時に[直接入力]で宛
先を直接入力することも可能です。 
 

プリンターのアドレス帳に宛先(保存先)を登録するには、下記の情報が必要です。 

必要な情報 備考 

個人の PC の 

コンピューター名(デバイス名) 
IP アドレス 

ログオン(サインイン)するための、 

ユーザー名 と パスワード 

「1.1.1. PC のコンピューター名(デバイス名)、情報を確認・変更する」で 
確認した情報。 

個人の PC に作成したスキャンデー
タの宛先(保存先)となる 
共有フォルダーのネットワークパス 

 

 

「1.1.3. PC にスキャンデータの宛先(保存先)となる共有フォルダーを作成する」で 
作成したフォルダーの情報。 
 

ネットワークパスを確認する場合は、下記の手順で確認できます。 

1) 共有したフォルダーを選択して、右クリックして[プロパティ]を選択。 
2) プロパティの画面で[共有]タブをクリック。 
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PC に設定されている全ての共有フォルダーは下記で確認できます。 

[Windows]+[X]→[コンピューターの管理(G)]をクリック 
→「コンピューターの管理」の画面で[共有フォルダー][共有]をクリック。 

例)下記の画面の例では、「C:\scan」フォルダーが共有名「scan」、「C:\FaxRcv」フォルダ
ーが共有名「FaxRcv」で共有されています。 
共有名の末尾に「$」が付いているものは「隠し共有」と呼ばれ、ネットワーク上で表示され
ません。Windows®システムには、いくつかの標準の隠し共有がデフォルトで設定されて
います。 

 
 

プリンターの 

IP アドレス と 管理者パスワード 

(Web Config を使う場合) 

プリンターの IP アドレス は、プリンターの操作パネルの以下のメニュー項目で確認できます。 

[設定]>[情報確認/印刷]>[ネットワーク]>([標準])>[有線・無線接続状態] 

 
Web Config を使うには、プリンターの管理者パスワードが設定されている必要があります。 

プリンターの管理者パスワードは、操作パネルの以下のメニュー項目で設定できます。 
[設定]>[本体設定]>[管理者用設定] 

>[セキュリティ設定]>[管理者設定]>[管理者パスワード] 
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1.2.1. PCのブラウザから登録 (Web Config) 
PC からブラウザを使ってプリンターのアドレス帳を編集できます。アプリケーションのインストールは不要です。 

アドレス帳の一括書き換えなどはできませんが、個々の宛先を編集する場合は書き換え速度も速くて便利です。 
【注意】 

プリンター管理者パスワードが設定されている必要があります。プリンターの管理者パスワードは、下記で設定します。 
[設定] → [本体設定] → [管理者用設定] → [セキュリティー設定] → [管理者設定] → [管理者パスワード] 

1 ブラウザを起動し、対象プリンターの IP アドレスを入力して
[Enter]を押し、Web Config を起動します。 

(本手順書では、「Microsoft Edge」の画面で説明します) 

 

 
【参考】 

右画面のような警告メッセージが表示された場合は、 

[詳細]>[Web ページへ移動(非推奨)]、または 
[詳細設定]>[xxx.xxx.xxx.xxx に進む(安全ではありません)] を 

クリックしてください。  
 

2 [ログオン]、または[管理者ログオン]をクリック、 

ユーザー名(必要に応じて)/管理者パスワードを入力して 
[確認]をクリックします。 

 
 

3 [スキャン/コピー]タブ、または[ファクス]タブを選択して、 
[アドレス帳]を選択します。 

 

 
 

ここに IP アドレスを入力する 
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4 アドレス帳の画面で、表の上の<1 2 3 ~>タブをクリックして, 

未登録のアドレス番号を探して選択し、 
[編集]をクリックします。 

 
例)画面の例では、アドレス番号「3」に登録します。 

 

 
 

5 アドレス帳の登録画面が表示されます。 

各項目を入力します。 
※青字はスキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）特有の項目です。 

 

[登録名] 
アドレス帳に表示する名前を入力します。 

[検索名] 
[あいう/ABC]タブ表示および[検索]に使用する[よみがな]を入
力します。漢字でも入力可能ですが、[あいう/ABC]タブで分類
表示をするため、仮名/アルファベットでの入力をお勧めします。 

[カテゴリー名] 

カテゴリー名を登録すると、宛先選択時に効率的に絞り込み
表示できます。 

[種別] 
「ネットワークフォルダー(SMB)」を選択します。 

[常用指定] 

常用指定すると、常用タブに表示させることができます。 
[保存先] 

共有フォルダーのネットワークパスを入力します。 
・Web Config では、「\」が「＼」と表示されますが同じです。 

・Web Config では、先頭の「\\」の入力は不要です。 
[ユーザー名] [パスワード] 

PC にログオン(サインイン)する「ユーザー名」[パスワード] 

を入力します。 
 

必要な項目を設定して、[適用]をクリックします。 

 
 

 
 

 
 

 
共有フォルダーの「プロパティ」＞[共有]タブ 
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1.2.2. プリンターの操作パネルから登録 
プリンターの操作パネルからのアドレス帳の登録方法です。 

１ 「ホーム」の画面で、[スキャン]を選択します。 

 

 
 

２ [To ネットワークフォルダー]を選択します。 

 
 

 
 

３ 「宛先」タブを選択し、(または、[アドレス帳]を選択) 

[新規登録]アイコンを選択します。 
 

 
 

 
  



スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）補足資料 Rev. C (2024/07/02) 
 

エプソン販売株式会社  34 

４ [新規登録]画面が開きます。各項目を入力します。 
※青字はスキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）特有の項目です。 

[登録番号] 
最も小さい空き番号が表示されます。番号をクリックすると、他
の空き番号を指定できます。 
[登録名] 

アドレス帳に表示する名前を入力します。 

[よみがな(検索名)] 
[あいう/ABC]タブ表示および[検索]に使用する[よみがな]を入
力します。漢字でも入力可能ですが、[あいう/ABC]タブで分類
表示をするため、仮名/アルファベットでの入力をお勧めします。 

[通信モード] 
「ネットワークフォルダー(SMB)」を選択します。 

 

[参照]機能を利用して登録する場合は、手順 5 に進んで
ください。 

 

[保存先] 
共有フォルダーのネットワークパスを入力します。 

[ユーザー名] [パスワード] 
PC にログオン(サインイン)する「ユーザー名」[パスワード] 

を入力します。 

[常用指定] 
常用指定すると、常用タブに表示させることができます。 

[カテゴリー名] 
カテゴリー名を登録すると、宛先選択時に効率的に絞り込み
表示できます。 

 

必要な項目を設定して、[OK]をクリックして画面を閉じます。 

 

 

 

 
 

共有フォルダーの「プロパティ」＞[共有]タブ 
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5 [参照]機能を使った登録手順 

２つの参照手順があります。 
参照手順 A PC を指定せずに参照(6A~11A→12) 
・PC を指定せずに参照(探索)します。 

・Windows®の探索機能を使用して、同一セグメント内の共有フォルダーを探索します。 

・保存先 PC の「共有の詳細設定」の「ネットワーク探索＝オン」が必要です。 

・探索は、同一セグメント内に限定されます。 

参照手順 B PC を指定して参照(6B~9B→12) 
・PC を指定して探索します。 

・指定した PC に接続して、その応答で探索します。 

・探索は、セグメント外でも可能です。 

共通 
・保存先 PC はスリープに入らない様にしてください。 

・ネットワーク環境によっては探索が制限されていることがあります。 

・探索できない場合は、手順４の方法にて手動登録してください。 
・この手順は、送信時の[直接入力]でも同じように利用できます。 
 

6A 参照手順 A PC を指定せずに参照 

 
[保存先]には何も入力せずに、 

[参照] をタップします。 
 

 
 

7A プリンターのネットワーク設定に設定されている「ワークグルー
プ」、または「ドメイン」が表示されます。 
 

「ワークグループ」、または「ドメイン」を選択します。 

例) 
[WORKGROUP]をタップします。 
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8A 共有フォルダーのある PC(コンピューター名/デバイス名)が表
示されます。 
 

保存先の PC を選択します。 
例) 

[SMC02]を選択します。 

 
 

９A 「認証情報入力」画面が表示されます。 

 

保存先 PC の共有フォルダーにアクセス権のあるアカウントの 
「ユーザー名」「パスワード」を入力して、 

[OK]をタップします。 
 

 
 

10A 共有フォルダーが表示されます。 

 
保存したい共有フォルダーをタップします。 

例) 

[scan_folder] 
 

【注意】 
保存先 PC に共有プリンター設定がされている場合、共有プ
リンターも表示されます。共有プリンターは保存先としては利
用できませんので、選択しないでください。 

 
 

11A フォルダー内が表示されます。 

 
サブフォルダーをタップして下の階層に入り、上の階層に戻りた
い場合は[ひとつ上の階層に戻る]をタップし、保存したいフォ
ルダーを探します。 

「このフォルダーは空です」とは、このフォルダーにはサブフォルダ
ーが含まれていないことを示します。 
 

保存したいフォルダーが確定したら、[OK]をタップして 
手順 12 に進みます。 
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6B 参照手順 B PC を指定して参照 

 
[保存先]に、保存先 PC の 

コンピューター名(デバイス名)、または IP アドレス 
のみを入力して、 

[参照]をタップします。 

 

 
 

7B 「認証情報入力」画面が表示されます。 

 
保存先 PC の共有フォルダーにアクセス権のあるアカウントの 

「ユーザー名」「パスワード」を入力して、 
[OK]をタップします。 

 

 

 
 

8B 共有フォルダーが表示されます。 
 

保存したい共有フォルダーをタップします。 

例) 
[scan_folder] 

 
【注意】 

保存先 PC に共有プリンター設定がされている場合、共有プ
リンターも表示されます。共有プリンターは保存先としては利
用できませんので、選択しないでください。 

 
 

9B 選択したフォルダー内が表示されます。 
 

サブフォルダーをタップして下の階層に入り、上の階層に戻りた
い場合は[ひとつ上の階層に戻る]をタップし、保存したいフォ
ルダーを探します。 

「このフォルダーは空です」とは、このフォルダーにはサブフォルダ
ーが含まれていないことを示します。 

 
保存したいフォルダーが確定したら、[OK]をタップして 

手順 12 に進みます。 
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12 [保存先][ユーザー名][パスワード]が入力されます。 

画面を下にスクロールします。 
 

 

 
 

13 必要に応じて設定します。 

[常用指定] 

常用指定すると、常用タブに表示させることができます。 
[カテゴリー名] 

カテゴリー名を登録すると、宛先選択時に効率的に絞り込み
表示できます。 

 
設定が終わったら[OK]をタップして画面を閉じます。 

 
 

14 登録完了です。 
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2. 使い方 
 

2.1. スキャン toネットワークフォルダー機能（SMB）の操作方法 
1 原稿をセットします。 

 
 

 
２ 「ホーム」の画面で、[スキャン]を選択します。 

 

 
 

３ 「スキャン」の画面で、[To ネットワークフォルダー]を選択しま
す。 

 
 

 
 

 
 

4 保存先を指定します。 
・アドレス帳から選択︓[常用]または[宛先]タブをクリックし、宛
先を探して、宛先をタップして反転させます。 
・直接入力︓[直接入力」をタップし、「保存先」「ユーザー名」
「パスワード」を入力します。[参照]機能を利用できます。 
例)アドレス帳に登録の[佐藤フォルダー]をタップします。 

 

【参考】 
保存先は１宛先だけ選択できます。 
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5 [スキャン設定] を選択して、カラー/モノクロ、ファイル形式、解
像度などの設定を確認し、必要に応じて変更します。 
 

設定変更が終わったら、[保存]をタップします。 
 

【参考】 

初期値から変更すると●マークが表示されます。 

 
 

6 

 

スキャンが開始されます。 
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2.2. [スキャン設定]のメニュー 
LM-C6000 のスキャン設定メニューについて記載しています。太字は初期値です。 
初期値は、変更することができます。[設定]>[ユーザー設定]>[スキャン to ネットワークフォルダー機能] 
プリンターによってメニュー項目は一部異なるため、プリンター固有のメニュー項目については各プリンターのユーザーガイドを参照ください。 
読み取り設定 

カラーモード カラー / モノクロ 

ファイル形式 ファイル形式＝ JPEG / TIFF / PDF / 高圧縮 PDF / PDF/A /高圧縮 PDF/A 

ページ設定= シングルページ / マルチページ 

圧縮率= 高圧縮 / 標準圧縮 / 低圧縮 / なし 

セキュリティ設定= PDF 設定 文書を開くパスワード/権限パスワード 

OCR 設定= オフ / オン (有償ソリューションオプション 有効化していない場合はグレイアウト) 
言語＝アラビア語 /～/ 英語 /～/ 日本語 /～/ ウクライナ語 / ベトナム語 

ページ向き＝自動正立 / 原稿セット方向に従う 

解像度 200dpi / 300dpi / 600dpi 

両面設定 片面 / 両面 

原稿セット報告= 読める向き / 左向き 

開き報告(原稿)= 左右開き / 上下開き 

原稿読み取り 定型サイズ / ユーザー定義サイズ 

読み取りサイズ=自動検知 / A4 横 / A4 縦 / A5 横 / A5 縦 / A3 横 / B5 横 / B5 縦 / B4 横 / 
A6 横 / A6 縦 / B6 横 / B6 縦 / Letter 横 / Letter 縦 / Half Letter 横 / Half Letter 縦 / 
Legal 横 / Executive 横 / Executive 縦 / 11x17in 横 / 角型 2 号封筒横 /角型 20 号封筒横 
/ 長形 3 号封筒横 /長形 4 号封筒横 / 洋形 0 号封筒横 / 洋形 1 号封筒横 / 洋形 2 号封筒横 
/ 洋形 3 号封筒横 / 洋形 4 号封筒横 / 洋形 6 号封筒横 / Envelope#10 / Envelope DL / ハ
ガキ横 / ハガキ縦 / 往復ハガキ縦 / 四面連刷ハガキ横 / 六切横 / 六切縦 / 最大範囲 

原稿セット方向＝読める向き(上向き) / 左向き 

原稿種類 文字 / 文字・写真 / 写真  

原稿セット方向 読める向き(上向き) / 左向き 
・原稿を ADF に読める向きにセット、原稿セット方向＝読める向き ⇒ そのままの向きで PDF ファイルが生成されます。 

 原稿を ADF にセット 「原稿セット方向」の設定 生成 PDF ファイル 

縦向き原稿  

 

 

「読める向き(上向き)」 

そのままの向きで生成 

 

 

横向き原稿  

 

 

・原稿を ADF に左向きにセット、原稿セット方向＝左向き ⇒ 右に 90 度回転した PDF が生成されます。 

縦向き原稿  

 

「左向き」 

右 90 度回転して生成 

 

 

※OCR オプションの「ページ向き＝自動正立」機能を使用すると、各原稿の向きを自動的に読み取り、正しい向きに変更
して PDF ファイルを生成します。 

AAAA
AAAA
AAAA AA

AA
AA

AA
AA

AA
 

BB
BB

 
BB

BB
 

BB
BB

 

AAAA
AAAA
AAAA 

BBBB
BBBB
BBBB 

AAAA
AAAA
AAAA 

BBBB
BBBB
BBBB 

AAAAAA
AAAAAA 

BBBBBB 
BBBBBB 

AAAAAA
AAAAAA 

BBBBBB 
BBBBBB 

BBBB
BBBB
BBBB 



スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）補足資料 Rev. C (2024/07/02) 
 

エプソン販売株式会社  42 

原稿サイズ混載 オフ / オン 
用紙の幅が同じ(A3 と A4 縦、B4 と B5 縦、A4 横と A5 縦)原稿は、混在させて ADF にセットできます。 
原稿サイズ混載＝オフだと、大きい方のサイズでスキャンされます。 
原稿サイズ混載＝オンだと、それぞれのサイズでスキャンされます。 

 
濃度 -4 ~ 0 ~+4 

背景除去 自動=オフ / オン 

背景除去=-4 ~ 0 ~+4 (自動＝オフ時に有効) 

影消し オフ / オン 

パンチ穴消し オフ / オン 

白色ページスキップ オフ / オン 

白色検知レベル=1 ~ 10 ~ 30  

ADF 連続読込 オフ / オン 
オンにしておくと、ADF の原稿のスキャン完了後に「次原稿をセット+スキャン開始」または「次原稿なし+送信開始」を選択
できます。「大量の原稿を複数回に分けて(継ぎ足して)スキャンしたい場合に利用します。 

ボックス保存 オフ / オン 
動作設定＝ボックス保存のみ / ボックス保存と外部メモリー保存 

保存先ボックス、文書名、文書パスワード、ユーザー名 

赤色消去 オフ / オン (有償ソリューションオプション 有効化していない場合はグレイアウト) 

※ADF＝オートドキュメントフィーダー 

 

ファイル設定 

ファイル名 ファイルヘッダー 
ファイル名のヘッダーとして最大 32 文字まで付与できます。全角日本語文字も指定可能ですが、保存先フォルダーの仕様
(NAS など)によっては半角英数字しか受け付けない場合があります。そのため、付与する際は半角英数字をお勧めします。 

日付を入れる＝オフ / オン 

時刻を入れる＝オフ / オン 

ファイル名サンプル 

(ファイルヘッダー)yyyymmdd_hhmmss 
例） 
scandata20240630_144122 
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3. エラー時の対応方法 
エラーが発生した場合は、以下の対処方法を参考に確認・対応してください。 
 

3.1. スキャン toネットワークフォルダー機能（SMB）の動作の流れ 
スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）は下記の順番で動作します。エラーになった場合にどの位置でエラーになっているかを確
認することで、どこのまでは正常で、どこでエラーになっているかの判断ができます。 

 項目 動作内容 失敗した場合のエラー表示 

1 接続  プリンターから保存先 PC への接続 
 

「DNS エラー(321)」(コンピューター名指定) 
「通信エラー(323)」(IP アドレス指定) 

2 PC へのログオン 保存先 PC への接続後、 

保存先 PC にログオン(ユーザー名/パスワード) 

「認証エラー(322)」 

3 保存場所の確認 保存先 PC にログオン後、 

共有フォルダーのネットワークパス確認 

「通信エラー(323)」 

4 ファイルの作成 共有フォルダーのネットワークパス確認後、 
ファイルを作成 

「通信エラー(323)」 

5 ファイルの書込 ファイルを作成後、 

ファイルの書き込み 

「スキャンしたファイルが大きすぎます(325)」 
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3.2. 参照機能を使った動作確認 
スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）でエラーになる場合は、[参照]機能を使って確認することで、どのステップでエラーになっ
ているかを確認できます。[参照]機能は、アドレス帳の新規登録、編集、送信時の[直接入力]のいずれでも利用することができます。 

 

 項目 操作 結果 

1 接続  「[保存先]に、コンピューター名/IＰアドレスのみ
を入力」 + [参照] 

「認証情報入力」画面が表示 

⇒ＰＣへの接続に成功。 

   「通信エラー」 

⇒ＰＣに接続できていない。 

・コンピューター名/IP アドレスを確認。 
・DNS 設定確認。 

・コンピューター名なら IP アドレスに変えてみる。 
・PC がスリープに入っていないか。 

２ ＰＣ認証 

[共有] 

「認証情報入力」画面で、 

「ユーザー名、パスワードを入力」 + [OK] 

「参照」画面に、共有フォルダーが表示 

⇒[共有]タブの認証に成功 

   「共有タブがありません」 

⇒[共有]タブの認証に失敗。 

・共有フォルダーの[共有]タブの設定を確認。 

3 ＰＣ認証 

[セキュリティ] 

「参照」画面の「共有フォルダー」をタップ 選択したフォルダー内が表示 

⇒[セキュリティタブ]の認証に成功。 

   「認証エラー」 
⇒共有タブ、セキュリティタブの認証に失敗 

・共有フォルダーの[共有]タブ/[セキュリティ]タブの
設定を確認。 

4 PＣ認証 

書込権限 

１～３をパスした設定で送信する 保存成功 

⇒問題ありません。 

   通信エラー(323) 

⇒共有フォルダーの[共有]タブ/[セキュリティ]タブの
ログインユーザーのアクセス許可設定を確認。 

・１～３は、読み取り権限ありの確認のみ。 
変更権限がないと通信エラー(323)になる。 
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3.3. エラーメッセージ・エラーコード 
エラーの際は、パネルにエラーメッセージが表示されます。またジョブ履歴にはエラーコードが表示されます。 
ジョブ履歴の確認方法＝プリンターパネルの[ジョブ確認]キー→[ジョブ履歴]→[送信ジョブリスト] 

 

DNS エラーが発生しました。(321) 

意味 保存先 PC への接続に失敗しました。 

確認箇所 1) プリンターのアドレス帳に登録している宛先の「保存先」アドレスの確認 
プリンターのアドレス帳に登録している宛先の「保存先」アドレスと、PC の共有フォルダーの「ネットワークパス」が
同じに設定されているかを確認してください。 

プリンターのアドレス帳(WebConfig) 

 
 

 
 

プリンターアドレス帳の確認方法︓ 

「1.2.1. PC のブラウザから登録 (Web Config)」を
参照してください。 

PC の共有フォルダーの「ネットワークパス」 

 
 

共有フォルダーのネットワークパスの確認方法︓ 
共有フォルダーを選択して右クリック→[プロパティ] →
[共有]タブ 

「コンピューター名」に、ひらがな・カタカナ・漢字・全角英数字の 2 バイト文字が含まれる場合︓ 
PC の「コンピューター名」を半角英数字に直して再設定、アドレス帳を再登録してください。 

「1.1.1. 個人の PC のコンピューター名(デバイス名)、情報を確認・変更する」を確認・変更する」を参照してくださ
い。 
または、「ネットワーク環境が DHCP を利用しないで、PC の IP アドレスは手動で固定設定している場合(PC の IP
アドレスが変わらない場合)」は、ネットワークパスのコンピューター名を PC の IP アドレスに置き換えて、プリンターのア
ドレス帳に登録する方法もあります。   

例)\\SMC02\scan_folder ⇒ \\192.168.xxx.xxx\scan_folder 
PC の IP アドレス/コンピューター名(ホスト名)の確認方法: 

1) [Windows]+[R]→「ファイル名を指定して実行」で「cmd」と入力して[OK]。 

2) コマンドプロンプト画面で「ipconfig/all」と入力して[Enter]、表示される内容を確認。 

 2) 保存先 PCの状態の確認 

保存先 PC の電源が入っているか、スリープ状態になっていないかの確認をしてください。 
保存先 PC がスリープ状態のときは、スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）は動作できません。 

共有フォルダのネットワークパスと同じアドレス設定がされているか
を確認。 

 
 

 



スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）補足資料 Rev. C (2024/07/02) 
 

エプソン販売株式会社  46 

 3) 保存先 PCのセキュリティー管理ソフトの影響の確認 
一時的に保存先 PC のファイヤーウォール、不正侵入防止機能のある各種ソフトウエアを停止して確認してくださ
い。 

不具合が改善されるようなら、セキュリティ管理ソフトの設定を確認してください(例外設定等)。 

 4) 保存先 PCのネットワークプロファイルの種類(ネットワークの場所)の確認 
ネットワークプロファイルの種類(ネットワークの場所)が「パブリックネットワーク」になっている場合(Wi-Fi 接続で間違
って設定し易い)は、スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）はそのままでは利用できません。この場合は、
ネットワークプロファイルの種類を「プライベートネットワーク」に変更してください。 

「1.1.2.1. 個人の PC の「ネットワークプロファイル(プライベートネットワーク)」を確認する」を参照してください。 

 5) ネットワーク LAN環境の DHCPの確認 
ルーターの LAN 内 IP アドレス割り振りが DHCP の場合(通常ブローバンドルーターの初期値は DHCP)で、保存
先 PC がノート PC などで社外に持ち出ししたり、週末などに長く電源をオフしていたりすると、次に LAN に接続した
ときに IP アドレスが変わることがあります。この場合は、プリンターから PC への接続が失敗する(DNS エラー)ことがあ
ります。 
このようなときは、下記の対応を試みてください。 

1 ルーターとプリンターの電源をオフオンして、宛先アドレス取得をやり直す。 

2 頻繁にルーターとプリンターの宛先アドレス取得のやり直しが必要になるような場合は、下記のルーター設定
の見直しを行う。 

※ルーターの設定変更は、必ずお客様に相談して、基本的にはお客様にて行ってもらうようにしてください。 

 -1 ルーターの DHCP 設定の IP アドレスのリース期間を長めに設定する。 
例えば、リース期間が 48ｈの場合、週末 2 日間 PC の電源をオフしているなどでネットワークに接続
しないでいる、と IP アドレスが期限切れになり、次にネットワーク接続時には新しい IP アドレスに変わ
ってしまいます。240ｈに設定すると、10 日間ネットワーク接続がなくても IP アドレスは保持されま
す。また、ネットワーク内で利用する PC がさほど多くない場合、リース期間を無限大に設定しておくと
IP アドレスは変わりません。但し使わなくなった PC の IP アドレスもずっと保持されますので、定期的
な IP アドレスの見直しが必要です。 

 -2 ルーターの DHCP 固定 IP アドレス割り当て設定を行う。 

PC の MAC アドレスに対して固定で IP アドレスを割り振りますので、PC がネットワークに長期間接続
しなくても、IP アドレスは固定で変わりません。また、プリンターに対してもこの設定を行っておくと、IP ア
ドレスは固定で変わらなくできます。 

 -3 ルーターの DHCP 機能をオフして IP アドレスは手動で設定する。 

IP アドレスは変わらないので明確で不具合の発生もなくなりますが、IP アドレスの管理が必要になり
ます。 

 

 6) プリンターのネットワーク設定(DNS)の確認 (LAN側 DNS機能のある社内ネットワークの場合) 
DNS 設定に間違いがないか、同一ネットワークの PC の設定内容と一致しているか確認してください。 

DNS 設定値は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。 
例) 「Web Config」で確認する場合 

[ネットワーク設定]-[ネットワーク基本]の各 DNS 設定 を確認してください。 
【補足】 ドメイン管理を行っている中大規模社内ネットワークでは LAN 側 DNS 機能のあるルーターを使用します
が、小規模社内ネットワーク/ホームネットワークに利用する簡易ブローバンドルーターには、LAN 側 DNS 機能のあ
るものは少ないです。 
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 7) DNS サーバーの管理テーブルの確認(LAN側 DNS機能のある社内ネットワークの場合) 

DNS サーバーの管理テーブルが更新されていない場合、コンピューター名と IP アドレスが一致していないことがありま
す。この場合は、DNS サーバーの管理者に依頼して確認してもらってください。または、コンピューター名でなく IP アド
レスで保存先指定をしてみてください。 
確認方法: 

-1 保存先 PC のコンピューター名と IP アドレスを調べる。 

1) [Windows]+[R]→「ファイル名を指定して実行」で「cmd」と入力して[OK]。 
2) コマンドプロンプト画面で下記のコマンドを入力して[Enter]、コンピューター名と IP アドレスを確認。 

ipconfig/all 

-2 DNS サーバーからのレスポンスを調べる。 
1) コマンドプロンプト画面で下記のコマンドと１で調べたコンピューター名を入力して[Enter]。 

nslookup (保存先 PC のコンピューター名) 
2) DNS サーバーから下記がレスポンスとして返ります。 

DNS サーバーのフルコンピューター名と IP アドレス 
入力したコンピューター名のフルコンピューター名と IP アドレス 

1 で調べた「保存先 PC の IP アドレス」と「DNS サーバーが返してきた IP アドレス」が異なる場合は、DNS
サーバーの管理テーブルが更新されていない可能性があります。 

画面例︓ 

 

C:\Users\epson01>nslookup epson01 
サーバー:  epson.net 

Address:  192.168.10.xx 
 

名前:    epson01.epson.net 

Address:  192.168.10.x 
 

  

 
  

DNS サーバーのフルコンピ
ューター名と IP アドレ
ス 

epson01 のフルコンピュー
ター名と IP アドレス 
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認証エラーが発生しました。(322) 

意味 保存先 PC の共有フォルダーの共有アクセス許可に登録しているユーザーのログイン名(サインイン名)/パスワードとア
ドレス帳に登録しているユーザー名/パスワードとに相違があります。 

確認箇所 保存先 PC の共有フォルダーの共有アクセス許可に登録しているユーザーのログイン名(アサインイン名)/パスワードを
確認し、プリンターのアドレス帳に登録しているユーザー名/パスワードと相違がないかを確認してください。 
Everyone が登録されている場合は、保存先 PC に登録されているユーザーのいずれかと相違ないかを確認する。 

プリンターのアドレス帳(Web Config) 

 
 

 

 
プリンターアドレス帳の確認方法︓ 

「1.2.1. PC のブラウザから登録 (Web Config)」を
参照してください。 

PC の共有フォルダーの[セキュリティ]のタブのユーザーア
クセス許可 

 
PC の共有フォルダーの[セキュリティ]のタブのユーザーア
クセス許可の確認方法︓ 

共有フォルダーを選択して右クリック→[プロパティ]→
[セキュリティ]タブ→[アクセス許可] 

 

 

 
  

PC の共有フォルダーの[セキュリティ]タブのアクセス許可に登録
されているユーザーとそのパスワードが正しく設定されているかを
確認。 
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通信エラーが発生しました。(323) 

意味 共有フォルダーのネットワークパスの確認に失敗しました。 
共有フォルダーへのファイル作成に失敗しました(共有フォルダーへの書き込み権限がない)。 

確認箇所 １)プリンターのアドレス帳に登録している宛先の「保存先」の確認 

プリンターのアドレス帳に登録している宛先の「保存先」アドレス(IP アドレス)を確認してください。 
PC の IP アドレス/コンピューター名(ホスト名)の確認方法: 

1) [Windows]+[R]→「ファイル名を指定して実行」で「cmd」と入力して[OK]。 
2) コマンドプロンプト画面で「ipconfig/all」と入力して[Enter]、表示される内容を確認。 

 2) 保存先 PCの状態の確認 

保存先 PC の電源が入っているか、スリープ状態になっていないかの確認をしてください。 
保存先 PC がスリープ状態のときは、スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）は動作できません。 

 3) 保存先 PCのセキュリティー管理ソフトの影響の確認 
一時的に保存先 PC のファイヤーウォール、不正侵入防止機能のある各種ソフトウエアを停止して確認してくださ
い。不具合が改善されるようなら、セキュリティ管理ソフトの設定を確認してください(例外設定等)。 

 4) 保存先 PCのネットワークプロファイルの種類(ネットワークの場所)の確認 

ネットワークプロファイルの種類(ネットワークの場所)が「パブリックネットワーク」になっている場合(Wi-Fi 接続で間
違って設定し易い)は、スキャン to ネットワークフォルダー機能（SMB）はそのままでは利用できません。この場合
は、ネットワークプロファイルの種類を「プライベートネットワーク」に変更してください。 
「1.1.2.1. 個人の PC の「ネットワークプロファイル(プライベートネットワーク)」を確認する」を参照してください。 

 5) プリンターの設定ネットワーク設定(MS Network)の確認 
「Web Config」などで、「Microsoft ネットワーク共有を使用する」が無効(チェックが外れている)になっていないか
確認してください。 
例) 「Web Config」で確認する場合   [ネットワーク設定]-[利用サービス]-[MS Network] 

 6) 保存先 PCの共有フォルダーのネットワークパスの確認 
プリンターのアドレス帳に登録している宛先の「保存先」アドレスと、PC の共有フォルダーの「ネットワークパス」が同じ
に設定されているかを確認してください。 
「DNS エラーが発生しました。(321)の 1) プリンターのアドレス帳に登録している宛先の「保存先」アドレスの確
認」を参照してください。 

 PC に設定されている全ての共有フォルダーの確認方法︓ 

PC に設定されている全ての共有フォルダーは「コンピューターの管理」で確認できます。 
[Windows]+[X]→[コンピューターの管理(G)]をクリック 

→「コンピューターの管理」の画面で[共有フォルダー][共有]をクリック。 

例)下記の画面の例では、「C:\scan」フォルダーが共有名「scan」、「C:\FaxRcv」フォルダーが共有名
「FaxRcv」で共有されています。共有名の末尾に「$」が付いているものは「隠し共有」と呼ばれ、ネットワーク上で
表示されません。Windows®システムには、いくつかの標準の隠し共有がデフォルトで設定されています。 
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 7) 共有フォルダーのアクセス権の確認 

プリンターのアドレス帳に登録しているユーザー名のアクセス許可が、共有フォルダーのプロパティの「共有」タブと「セ
キュリティ」タブの両方に追加されており、両方に「書き込み権限」が与えられている必要があります。 

 

 

 
 

 
  

共有フォルダーの共有タブのアクセス許可 
・Everyone で変更許可にチェックがある。 

・または、ユーザー名が追加されていて、変更許可にチェックがある。 
 

共有フォルダーのセキュリティタブのアクセス許可 

・ユーザー名が存在し、変更許可にチェックがある。 
・または、Authenticated Users が存在し、変更許可にチェックが
ある。 
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同じ名前のファイル名があります。(324) 

意味 保存先 PC の保存先フォルダーに同じ名前のファイルがあるため、書き込みエラーになりました。 

確認箇所 プリンターでファイル名(ファイルヘッダー)を変更するか、保存先 PC で保存フォルダー内の該当ファイルを移動/名
前変更/削除してください。 

 

スキャンしたファイルが大きすぎます。(325) 

意味 保存先 PC に空き容量が無いため、保存(書き込み)の途中でエラーになりました。 

確認箇所 保存先 PC の空き容量を増やしてください。 

 
 

3.4. このようなときは 
 

保存されるまで異常に時間がかかる場合 

意味 名前解決に時間がかかっている可能性があります。 

確認箇所 プリンターのネットワーク設定について (LAN側 DNS機能のある社内ネットワークの場合) 
DNS 設定に間違いがないか、同一ネットワークの PC の設定内容と一致しているかご確認ください。 

例) 「Web Config」で確認する場合 

[ネットワーク設定]-[ネットワーク基本]の各 DNS 設定が正しく設定されているか︖ 
「DNS ドメイン名」が正しく設定されているか︖ 
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4. 商標について 
（注）︓本媒体上の他者商標の帰属先は、エプソンのホームページをご確認ください。 
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